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修正内容 

１．書誌 No.：359-OM1209-03 

２．書式名：取扱説明書 かにクレーン MC235C 

３．修正内容 

①まえがき編………P1-9, P1-10, P1-11, P1-12, P1-15, P1-16 

②安全編……………P2-30, P2-31, P2-32, P2-35 

③操作編……………P3-68 

④諸元編……………P5-2, P5-3, P5-4, P5-5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．２ 作業半径／揚程図の見方 

  
作業半径／揚程図は、荷を吊っていない状態における本機械の作業半径、ブーム角度および地上揚程の関係を

示したもので、ブームのたわみなどは含まれていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・上図の「４．７４ｍブーム」の状態は、１番目の「 マーク」の半分が２段目ブームより出た状態を示します。 

・上図の「５．９９ｍブーム」の状態は、２番目の「 マーク」の半分が２段目ブームより出た状態を示します。 

 

１．右図のＡ点はブーム角度を、Ｂ点は地上揚程を表しています。 

Ａ点とＢ点の作業半径は同じです。 

 

 

 

 

 

２．「作業半径／揚程図」は、無負荷の状態を表し、ブームのたわみ

は含まれていません。 

荷を吊った場合、実際にはブームがたわみ、作業半径が若干広が

ります。 

作業半径が広がると、定格総荷重の値は小さくなりますので、実

際にクレーン作業を行うときは、「作業半径／揚程図」より余裕

を持った作業計画を設定してください。 
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５．３ 定格総荷重表の見方 

 
・定格総荷重表は、水平堅土上の値です。 

アウトリガの設置状態や地面の状態によっては、機械が転倒することもあります。十分に注意して作業をし

てください。 

・定格総荷重表は、実際にブームに負荷がかかったときのたわみ量を含んだ作業半径に基づいた値になってい

ます。 

・ブーム(3)を少しでも伸ばしたときは、「４．７４ｍブーム」の欄の性能内で作業をしてください。 

・１番目の「 マーク」が半分以上ブーム(2)より出たときは、「５．９９ｍブーム」の欄の性能内で作業をして

ください。 

・２番目の「 マーク」が半分以上ブーム(2)より出たときは、「７．２４ｍブーム」の欄の性能内で作業をして

ください。 

・定格総荷重は、吊り具等(フック質量：２０ｋｇ)の質量を含んだ荷重を示しています。 

・作業半径が表中の「作業半径」欄の値を少しでも超えるときは、つぎの「作業半径」欄の定格総荷重で作業

をしてください。 

・アウトリガ最大張出状態以外の場合は、すべて「アウトリガ最大張出以外定格総荷重表」の値で作業をして

ください。 
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定格総荷重表は、ブームの長さ、アウトリガの張り出し状態によって、吊り上げることができる最大の荷重を作

業半径ごとに示しています。 

 

［１］ ブームの長さ 

定格総荷重表の上欄の「２．２０ｍブーム」「３．４９ｍブーム」「４．７４ｍブーム」「５．９９ｍブーム」「７．２４ｍブー

ム」は、つぎの図の状態を表しています。 

１．「２．２０ｍブーム」：ブームをすべて格納した状態。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「３．４９ｍブーム」：ブーム(3)、(4)、(5)をすべて格納し、ブーム(2)を全伸した状態。 

ブーム(2)を少しでも伸ばしたときも、この欄の性能で作業をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「４．７４ｍブーム」：ブーム(3)の１番目の「 マーク」が見えるまでブームを伸ばした状態。 

ブーム(3)を少しでも伸ばしたときも、この欄の性能で作業をしてください。 
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４．「５．９９ｍブーム」：ブーム(3)の２番目の「 マーク」が見えるまでブームを伸ばした状態。 

ブーム(3)の１番目の「 マーク」が半分以上ブーム(2)より出たときも、この欄の性能で作業をしてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「７．２４ｍブーム」：すべてのブームを完全に伸ばした状態。 

ブーム(3)の２番目の「 マーク」が半分以上ブーム(2)より出たときも、この欄の性能で作業をしてくださ

い。 
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５．４ 荷重指示計の見方 

  
・荷重指示計によって「定格総荷重」を読み取るときは、必ずつぎの注意事項を守ってください。 

クレーンが転倒、破損するなど、重大な事故を招く恐れがあります。 

１．アウトリガを堅土上に水平に設置してください。 

２．アウトリガを最大張出状態にしてください。 

・荷を吊り上げるときは、あらかじめ使用ブームの長さ(段数)、ブーム角度を決め、その位置における荷重指

示計の示す定格総荷重と荷物の重さを比べ、吊り具の重さと荷物および玉掛け用具の重さを合わせた荷重が

絶対に定格総荷重を超えないようにしてください。 

・アウトリガを最大張出状態にしていないときは、荷重指示計の定格総荷重の数値は使用できません。 

荷重指示計の「ブーム角度」だけを読み取ってください。 

 

荷重指示計は、第１ブームの左右側面部に貼り付

けられ、右図のように「指針」と「目盛板」とで

構成されています。 

荷重指示計は、アウトリガを堅土上に水平に設置

し、アウトリガを最大に張り出した状態(「まえが

き編 ５．３ ［２］ アウトリガ最大張出状態」の項を

参照)で、ブームのたわみ等がない場合の定格総荷

重を示しています。 

荷重指示計は、つぎのように見てください。 

・使用ブームの目盛線と指針の交点の数値を読み

取ってください。 

それが、そのときの使用ブームにおける「定格

総荷重」を示しています。 
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［見方の例］ 

   
・荷重指示計によって「定格総荷重」を読み取るときは、必ずつぎの注意事項を守ってください。 

クレーンが転倒、破損するなど、重大な事故を招く恐れがあります。 

１．アウトリガを水平堅土上に設置してください。 

２．アウトリガを最大張出状態にしてください。 

・アウトリガを最大張出状態にしていないときは、荷重指示計の定格総荷重の数値は使用できません。 

荷重指示計の「ブーム角度」だけを読み取ってください。 

 

荷重指示計がつぎの状態を示したときの見方を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ブーム角度 

ブーム角度は約４０°です。 

２．アウトリガ最大張出時定格総荷重 

２．２０ｍブームでは、２．３７ｔです。 

３．４９ｍブームでは、１．３８ｔです。 

４．７４ｍブームでは、０．７８ｔです。 

５．９９ｍブームでは、０．４２ｔです。 

７．２４ｍブームでは、０．２４ｔです。 
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６．安全ラベルの貼り付け位置 

これらのラベルは、いつもきれいにしておいてください。 

紛失した場合は、再度貼り付けるか、新品と交換してください。 

下記に示す、安全ラベル以外にもラベルがありますので同様に取り扱ってください。 
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 (1) クレーン性能・アウトリガの注意（３５９－２０９０９００） 
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 (2) 高圧洗浄の注意（３５９－４４７６４００）     (3) 本体重量表示（３５９－４５００４００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 最小吊り上げ荷重（３５９－４５００５００） 

 

 

 

 

 

 

(5) クレーン転倒の注意（３５９－４４７６６００）     (6) ガソリンに注意（１０１－４５６７１００） 
 

 

 

 

 

 

(7) 巻過警報装置の注意（３５９－４４７６８００） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) マフラ高温の注意（５５３－４２６７７００） 
 

 
 

 

 

(9) アウトリガ張出時の注意（３５９－４４７７２００） 
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 (19) 使用上の注意（カード形式）（３５９－２０９１０００） 
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．ワイヤロープの取り扱い 

４１ ワイヤロープの交換基準 

アドバイス 

・ワイヤロープの交換基準は、ウインチ用、ブーム伸縮用および玉掛け用のすべてに共通します。 

・ワイヤロープの直径の測定は、シーブを繰り返し通過する箇所で行い、３方向より測ってその平均値をとっ

てください。 

・使用していなくても、古くなったワイヤロープは使用しないでください。 

・ワイヤロープの交換方法については、「点検整備編 ８．４ ［６］ ウインチワイヤロープの交換」の項を参照

してください。 

・ワイヤロープの交換、修理は、当社または当社販売サービス店にご相談してください。 

 

［１］ ワイヤロープの呼び寸法 

・ウインチ用ワイヤロープ        ：ＦＣ ６×Ｗｓ （２６） ０／０ φ８×４１ｍ 

・No.４ブーム引き出し用ワイヤロープ  ：ＩＷＲＣ ６×Ｆｉ （２９） ０／０ φ９×４．２６ｍ 

・No.４ブーム引き込み用ワイヤロープ  ：ＩＷＲＣ ６×Ｆｉ （２９） ０／０ φ８×７．１１５ｍ 

・No.５ブーム引き出し用ワイヤロープ  ：ＩＷＲＣ ６×Ｆｉ （２９） ０／０ φ６×３．９７５ｍ 

・No.５ブーム引き込み用ワイヤロープ  ：ＦＣ ６×３７ ０／０ φ５×６．７５ｍ 

 

［２］ ワイヤロープの交換基準 

ワイヤロープは、時間と共に疲労してゆくものです。 

つぎのような状態になったときは、ワイヤロープを交換してください。 

・ワイヤロープの１ヨリ(６山数える)の間において素線(フィラ線を除

く)数の１０％以上の素線が切断しているもの。 

補足説明 

ウインチ用は１５本以上、ブーム伸縮用は１３本以上の素線が切断した

場合は交換してください。ただし、№４ブーム引き込み用ワイヤロ

ープは、２２本以上の素線が切断した場合に交換してください。 

 

・ワイヤロープの直径が公称径の７％以上摩耗したもの。 

補足説明 

・直径が９ｍｍのワイヤロープは８．４ｍｍで交換してください。 

・直径が８ｍｍのワイヤロープは７．５ｍｍで交換してください。 

・直径が７ｍｍのワイヤロープは６．６ｍｍで交換してください。 

・直径が６ｍｍのワイヤロープは５．６ｍｍで交換してください。 

・直径が５ｍｍのワイヤロープは４．７ｍｍで交換してください。 

 

・ロープがねじれてキンクが生じているもの。 

 

・著しい形くずれや腐食のあるもの。 

 

・端末止め部に異常があるもの。 
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１．主要諸元表 

装 置・項 目 ＭＣ－２３５Ｃ, ＭＣ２３５－ＣＬ ［］内はＭＣ－２３５ＣＬの値 

機械質量 １５４０ｋｇ［１５８０kg］ 

全長×全幅×全高 
２２２５ｍｍ×６６０ｍｍ×１３８０ｍｍ 

［２５３５ｍｍ×６６０ｍｍ×１３５５ｍｍ］ 

遊動輪・起動輪中心間距離 １０４４ｍｍ 

クローラ中心間距離 ４８０ｍｍ 

クローラ幅 １８０ｍｍ 

質量・寸法 

最低地上高 ９５ｍｍ 

最大定格総荷重×作業半径 ２．３７ｔ×１．４ｍ 

最大作業半径 ５．７９ｍ［６．９０ｍ］ 性   能 

最大地上揚程 ６．３ｍ［７．４ｍ］ 

方  式 
アキシャルプランジャモータ駆動・平歯車減速式・ 

メカニカルブレーキ付き 

フック巻上げ速度 ６．２ｍ／ｍｉｎ (３層４本掛) 巻上装置 

巻上げロープ ６×ＷS (２６) ０／０ φ８ｍｍ×３６ｍ［４１ｍ］ 

方  式 順次伸縮油圧シリンダ２本＋ワイヤロープ伸縮装置２基 

ブーム形式 ５角形全自動５段 (３～５段同時伸縮) 

ブーム長さ 
１．８９０ｍ×２．９８０ｍ×４．０３０ｍ×５．０８０ｍ×６．１３０ｍ 

［２．２００ｍ×３．４９０ｍ×４．７４０ｍ×５．９９０ｍ×７．２４０ｍ］ 

伸縮装置 

ブーム伸縮速度 ４．２４ｍ／２６ ｓｅｃ［５．０４ｍ／３１ｓｅｃ］ 

方  式 油圧複動シリンダ直押式 (２本) 
起伏装置 

起伏角度／時間 ０～８０度／２２ ｓｅｃ 

方  式 
旋回ベアリング支持・トロコイドモータ駆動・ 

ウォーム、平歯車減速式・ウォームセルフロック 旋回装置 

旋回角度／速度 ３６０度連続／３５．３ｓｅｃ 

方  式 
１段屈折ステーダンパ付き・２段手動引出、 

油圧シリンダ直押式 アウトリガ 

装  置 
最大張出幅 (左右)３９５５ｍｍ×(前)３８７５ｍｍ×(後)３２６０ｍｍ 

方  式 油圧モータ駆動・無断変速 

走行速度 ０～２．１ｋｍ／ｈ 

登坂能力 ２０度 
走行装置 

接地圧 ４０．２ｋＰａ (０．４１ｋｇ／ｃ㎡)［４１．２ｋＰａ(０．４２ｋｇ／ｃ㎡)］ 

油圧ポンプ 可変ピストンポンプ (８．６ｃｃ／ｒｅｖ×２) 

定格圧力 ２０．６ＭＰａ (２１０ｋｇ／ｃ㎡) 油圧装置 

作動油タンク容量 ２０ℓ  

型  式 三菱重工ＧＢ４００ＬＥ 

形  式 空冷４サイクル傾斜形積軸ＯＨＶガソリンエンジン 

排気量 ０．３９１ℓ (３９１ ｃｃ) 

定格出力(連続) ６．６ｋＷ／１８００ｒｐｍ(９．０ＰＳ／１８００ｒｐｍ) 

エンジン 

使用燃料／タンク容量 無鉛ガソリン／６ℓ  

バッテリ 型  式 ３０Ａ１９Ｌ 

安全装置  
巻過警報装置・荷重指示計・油圧安全弁・荷重計・油圧自動ロ

ック装置・玉掛けロープ外れ止め・水準器・機械傾斜警報 
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２．仕様寸法図 
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３．定格総荷重表 

［１］ ワイヤロープ３本掛け時定格総荷重表 

★定格総荷重は、吊り具等（フック質量：２０ｋｇ）の質量を含んだ荷重を示しています。 

アウトリガ最大張出状態 

2.20m/3.49mブーム 4.74mブーム 5.99mブーム 7.24mブーム 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重 

（ｋｇ） 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重 

（ｋｇ） 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重 

（ｋｇ） 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重

（ｋｇ） 

1.40以下 2370 2.60以下 1320 3.70以下 680 4.00以下 450 
1.60 2170 3.00 1080 4.00 610 4.50 380 
1.80 1980 3.50 780 4.50 420 5.00 370 
2.00 1780 4.00 650 5.00 370 5.50 240 
2.50 1380 4.40 500 5.50 300 6.00 220 
3.00 1120 -- -- 5.65 300 6.50 190 
3.15 1060 -- -- -- -- 6.90 170 

 

アウトリガ最大張出以外状態 

2.20m/3.49mブーム 4.74mブーム 5.99mブーム 7.24mブーム 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重 

（ｋｇ） 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重 

（ｋｇ） 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重 

（ｋｇ） 

作業半径 

（ｍ） 

定格総荷重

（ｋｇ） 

1.40以下 1160 2.60以下 340 3.70以下 180 4.00以下 160 
1.60 820 3.00 250 4.00 160 4.50 120 
1.80 660 3.50 190 4.50 120 5.00 100 
2.00 520 4.00 160 5.00 100 5.50 70 
2.50 340 4.40 140 5.50 70 6.00 60 
3.00 250 -- -- 5.65 70 6.50 40 
3.15 250 -- -- -- -- 6.90 40 
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４．作業半径／揚程図 
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